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環境省（MONRE：Ministry of Natural Resources and Environment）がある。そして、
その下には環境保護に係る事項を担うベトナム環境総局（VEA：Vietnam Environment 
Administration）がある。この VEA の中には、環境汚染対策を担う公害防止部（Department 
of Pollution Control）、環境汚染対策の技術の開発等を担う国際協力・科学技術部
（Department of International Cooperation and Science & Technology）、さらに環境政策
を担う環境管理科学院がある。そして、各省／市／群には、それらの地域の環境保護を担


















 〔QCVN 40: 2011/BTNMT〕）（https://www.env.go.jp/air/tech/ine/asia/vietnam/SeidoVT.html）
図１　Thang Long Industrial Park Layout
（出典：http://www.tlip1.com/?page_id=2）
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は、汚水の流入方式により連続流入式（ICEAS: Intermittent Cycle Extended Aeration 
System）と間欠流入式（SBR）に分類される。ベトナムの日系企業では、複数の反応槽
により流入下水を交互に受け入れ、連続的に処理を行うシステム（SBR）を採用している
ようである。図５に回分式活性汚泥法の処理工程を示す５）この SBR 法は ､ 単一のタンク










５） 実用 水の処理・活用大事典編集委員会：実用 水の処理・活用大事典（2014）
図３　 五洲興産ベトナム水質分析ラボ風景（手前が依頼分析試料）
（6）6






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Laguna Lake Development Authority）があり、工業団地の排水の規制などを行っている。
その詳細は、LLDA のホームページ8）に記載されている（図8）。フィリピン環境天然





























































販売を展開しているファーストフィリピン工業団地（FPIP：First Philippine Industrial 
11）京都新聞（2015年１月23日）
表２　ラグナ湖（フィリピン）と琵琶湖（日本）との比較（概要）









































　図10に FPIP 工業団地のレイアウト14）を、また図11に RIMA 工業団地のレイアウト15）












境天然資源省（Department of Environment and Natural Resources：DENR）である。
ここには、主要な組織として、①環境管理局（Environmental Management Bureau：
EMB）、②野生動物保護局（Protected Areas and Wildlife Bureau：PAWB）、③国土資
源局（National Mapping and Resource Information Authority：NMRIA）および④ラグ














図９　 ファーストフィリピン工業団地（FPIP）およびリマ工業団地（LIMA Tech. 
Center）の位置（LIMA Tech. Center 提供の資料に FPIP の位置を明示）
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表３　ファーストフィリピン工業団地およびリマ工業団地の概要12），13），14），15）
〔A〕ファ スートフィリピン工業団地 〔B〕リマ工業団地














・現行総開発面積 約450ha ・現行総開発面積 485ha
・総雇用者数 約３万人 ・総雇用者数 約３万人
・年間輸出総額 14.1億米ドル（2011年度） ・年間輸出総額 15.5億米ドル（2014年度）
・賃貸物件 貸工場、事務所棟 ・賃貸物件 貸工場、事務所棟
・現状 82社（日系47社） ・現状 60社（日系32社）
※ ファ スートフィリピンインダストリアルパーク社　　※※ フィリピンのアルソンズランド社の合弁会社
表４　FPIP および RIMA における「各種インフラ設備の充実」に関する内容14），15）
　　 団地名
インフラ設備
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境行政は、1986年の新憲法の制定に伴って、環境天然資源省（DENR：Department of 


























図13　環境関連法改正の動きを報じる The Daily NNA
（2014年５月２日付）
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３．５　FPIP および LIMA 内における排水管理について
　FPIP および RIMA の工業団地においては、水質に関して厳しい規制がある。フィ
リピンは、アジアの中では特に水質に関しては厳しいとのことである。ここは、PEZA
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　まず、１）の CSR に関しては、ベトナムおよびフィリピンに進出している各企業が、
①9001（品質）、②14001（環境）、③18001（労働環境：OSAS：Obstructive Sleep Apnea 
Syndrome）、④ローズ指令（RoHS：Restriction of Hazardous Substances 指令、2006年
施行、）電子・電気機器における特定有害物質の使用制限についての EU 指令）、⑤ TUV 






1 Temperature ℃ ２～４
2 Color PCU   80～120
3 pH － ６～10
4 BOD5 mg/l 200～300
5 COD mg/l 450～550
6 TDS mg/l   800～1200
7 TSS mg/l 200～300
8 Arsenic mg/l 0.05～0.15
9 Mercury mg/l 0.003～0.007
10 Lead mg/l 0.05～0.15
11 Cadmium mg/l 0.01～0.03
12 Chromium （Ⅵ） mg/l 0.03～0.07
13 Chromium （Ⅲ） mg/l 40～60
14 Copper mg/l 0.5～1.5
15 Zinc mg/l 0.8～1.2
16 Nickel mg/l 0.8～1.2
17 Manganese mg/l 8～12
18 Cyanide mg/l 0.05～0.15
19 Phenol mg/l 0.03～0.07
20 Oil and Grease mg/l 8～12
21 Ammonia mg/l 40～60
22 PCB mg/l 0.001～0.005
23 Formaldehyde mg/l 0.5～1.5
24 MBAS mg/l 1.0～3.0
25 Aluminum mg/l 20～30
26 Borate(Boron) mg/l   80～120
27 Silver mg/l ３～7
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日系企業の海外現地生産と水環境保全に関する研究 （出水　力・平塚　彰）
Health and Safety Management Systems）18001、⑧ Best in Quality Performance (TRP：































































































図18　工場の汚水サンプルの分析結果（一例）（Citizen Machinery Philippines Inc 提供）
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Abstract
　This article analyzes the present situation of the overseas production and water environment 
conservation of Japanese companies in Vietnam and the Philippines. We use the case study 
approach based on our interviews to Japanese companies in those countries. The Japanese 
companies are strongly conscious of Corporate Social Responsibility. On the other hand, the 
surrounding environment of those Japanese companies often suffers from heavy environmental 
damage. The governments of those countries need social designs and more strict regulations to 
improve the environment.
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